
図1　3トランジスタ・タイプのポテンシャル状態
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図2　3トランジスタ・タイプの信号出力
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　本稿では，CMOSイメージ・センサの画素構造と，
基本的な画素データの読み出しタイミングについて解
説します．

従来…3トランジスタ・タイプの
CMOSイメージ・センサの構造&回路

　当初，開発と商品化が行われた3トランジスタ型の
CMOSイメージ・センサの詳細を説明します．
　フォトダイオード（PD）に光が照射されると，光電
子の信号電荷が発生します．その電荷は，ソース・フ
ォロワのゲートに接続され，電圧信号としてセレク
ト・トランジスタを通じて信号が出力されます．また，
フォトダイオードはリセット・トランジスタとつなが
り，光電子信号を読み出した後でフォトダイオードの

リセット動作が行われます．このときフォトダイオー
ド画素に，例えば1秒間に全画素カラムでの読み出し
時間が33 msの場合（1秒間に30枚の画像信号のフレ
ームを出力する場合），その蓄積時間で信号電荷を発
生させて順番に信号を出力させます．
　1つの画素には，ソース・フォロワのトランジスタ，
フォトダイオードをリセットするトランジスタ，および
その画素を選択するトランジスタの3つのトランジスタ
が存在する画素回路構造となります．そして，図1に
示すように，それぞれのバイアス状態に応じたポテン
シャル・エネルギーの状態に設定されます．このポテ
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